
請願項目と請願の理由
１．ウイルス性肝硬変・肝がん患者に係る医療費助成制度づくりを早急に検討し進めて下さ
い。
　我が国のウイルス性肝炎患者・感染者は現在２５０万人と推定（厚労省）されています。死
亡者数は１９６０年代と比較し２０００年代は４倍以上の４５，０００人にのぼり、これまでに１００万人以
上が肝硬変や肝がんで亡くなっています。現在の年間死亡者数は３５，０００人余となりました。
毎日、約１００名の患者が命を失っています。
　こうしたウイルス性肝炎の感染拡大の原因については、平成２１年１２月に成立した肝炎対
策基本法の前文に「Ｂ型肝炎及びＣ型肝炎に係るウイルスへの感染については、国の責め
に帰すべき事由によりもたらされ、またはその原因が解明されていなかったことによりも
たらされたものがある。」と記載され、肝炎ウイルス感染拡大の責任が国にもある──と明
記されました。さらに予防注射と同様、一般医療においても、針と筒の消毒や取り換えが
不十分なことや、長期の売血制度による輸血等での血液感染が、ウイルス性肝炎の蔓延を
拡大させたとされています。
　このようなウイルス性肝炎問題が抱える特殊事情を受け、肝炎対策基本法第１５条には
「国及び地方公共団体は、肝炎患者が必要に応じ適切な肝炎医療を受けることができるよ
う、肝炎患者に係る経済的な負担を軽減するために必要な施策を講ずるものとする。」とあ
り、これを受けて国に肝炎対策推進協議会が設けられて肝炎対策基本指針が制定され、都
道府県には肝炎対策協議会が設けられて啓発活動と共に治療及び検診体制の構築と推進が
行われてきました。また抗ウイルス薬が次々と開発され高額な医療費助成が実施され、多
くの患者がその恩恵にあずかり感謝しています。ただ、平成２５年に長崎医療センター臨床
研究センター長、八橋弘医師の厚労科学研究「病態別の患者の実態把握のための調査」が
発表され、患者が置かれている厳しい状況が明らかになっています。平成２７年６月に、肝
炎対策推進議員連盟が設置され関係者と協議が行われており、肝炎対策が前進して来て、
今後一層の拡充が期待されます。
　現行の医療費助成は抗ウイルス治療や重症化予防のための検査費用で、主として症状が
軽い患者が対象になっています。重い患者を対象とした身体障害者手帳は平成２８年度より
認定基準の緩和が予定されています。医療費助成の対象は従来より拡大されますがやはり
一部に限定されます。高齢化・重篤化により精神的・肉体的・経済的に一層負担が増える
肝硬変・肝がん患者が安心して治療を受けられる医療費助成制度の創設が早急に求められ
ています。　
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ウイルス性肝硬変・肝がん患者の療養支援とＢ型肝炎ウイルスを排除する
治療薬等の研究・開発促進及び肝炎ウイルス検診の更なる推進を求める
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２．既に着手しているＢ型肝炎ウイルスを排除する治療薬等の研究開発をいっそう促進して
下さい。
　抗ウイルス療法への医療費助成のもとで、Ｃ型肝炎については、ほぼ完全にウイルスを
排除出来る高額な新薬を平成２７年９月から使用出来るようになりました。しかし、Ｂ型肝
炎はウイルスを排除出来る薬がまだ開発されていません。核酸アナログ製剤（抗ウイルス
薬）によりウイルス量をコントロール出来るようになりつつありますが、肝炎ウイルスが
排除されない限り、常に肝がん発症の危険性から免れることが出来ません。国もすでに特
別予算を投じてウイルスを排除する画期的な治療薬等の研究・開発に力を入れていますが、
一日も早い創薬実現が望まれます。

３．潜在する肝炎患者・感染者の早期発見と適切な治療のため、肝炎ウイルス検診を更に促
進し、陽性者を受診・治療に結びつけるフォローアップ施策にいっそう力を入れて下さい。
　平成２６年７月の厚労省肝炎対策推進協議会資料によると、平成２３年現在、肝炎ウイルス
の感染を知らない潜在キャリアは８０万人程度、入通院している患者は８０万人位、感染を知
りながら継続的に受診をしていないキャリアは５３〜１２０万人程度です。新しい治療薬が開発
された今、潜在患者・感染者を検診によって掘り起し、治療に結びつけていくことが今後
の医療費削減に大きく寄与しこれまで以上に重要度を増しています。スピーディーかつ効
果的なウイルス検診の実施と陽性者の受診促進が必要です。以上の理由から、私達は下記
の請願を致します。
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１　ウイルス性肝硬変・肝がん患者に係る医療費助成制度づくりを早急に検討し進めて下
さい。　

２　既に着手しているＢ型肝炎ウイルスを排除する治療薬等の研究開発を加速して下さい。
３　潜在する肝炎患者・感染者の早期発見と適切な治療のため、肝炎ウイルス検診を更に
促進し、陽性者を受診・治療に結びつけるフォローアップ施策にいっそう力を入れて
下さい。
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